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非対称結合 写像 系の運 動形 態

鹿大 理 学部 物 理 教 室 井 上 政 義

1) 研究の 日的

a) 非対称 結 合 写像系 にお いて結合定数 を増 大 させ た とき､ 独立運動 か ら

同調運 動 に移 行す るときの逆分岐構造 を調べる｡

b) 結合 させ る写像の数の増大 とともに系の運 動形態が どの ように豊富 に

な るか を調べ る｡

e) 結合の させ方が系 の運 動形態 に どの よう に反映す るかを調べ る｡

2) モデル (非対称 Yamada-Fujisaka モデル)

N=2

A ) Ⅹ鳥 i :g(x£1))

x崇 i:ど(Ⅹエ2))

B ) 招 i :g(Ⅹエ 1))

xili=g (xi2))

･ dR(Ⅹ崇 ト xLH )

･ dL(Ⅹ三三ト Ⅹ崇 i)

･ DRlg(x£ii) - g (Ⅹ畏 ) I

･ DLlg (XLH ) 一 g(xエIi) I

N ≧ 3

A ) xiH :ど (Ⅹエ i)) ･ dR (Ⅹ畏 1)- x畏 )

･ dL(堤 ;2 )- Ⅹ畏 )
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｢カオスとその周辺｣

B) 招 i : ど(x£i)) ･ DRtg(Ⅹ鳥 1)) 一 g(x畏 )I

･ DLtg(堤 ;2)) - g(Ⅹ畏 )I

where

x£… ) = Ⅹ£i)

3) 解析 方法

a) 同調 状態の安定 条件 を線 形安定理論 よ り求め る｡

b) 可能 な部分的同調状態 を運動 方程式の対称性 よ り求め る｡

e) 数値解 よ り連動状態 を調 べ る｡

4) 結果

a) 同訴状態の安定条件

同調状態の最大 リヤ プ ノフ指 数 は ln (2) (例 えば g (Ⅹ) ≡

4Ⅹ (1-Ⅹ)の場合 ) とす る｡

N=2

A) dR + dL 〉 1

B) DR + DL )1/2

N=3

A) d 孟 ･ de･d RdL ･ dR･dL , 1
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a) Df･Df･ DRD L- DR- D L く -( 1/ 4)

N=4

A) ldR+ (1/2) 12+ id L + ( 1/ 2) 12 〉 2

and

日 dR + dL 〉( 1/ 2日 or tdR + dL く- (3/2川

B ) 川 R - (1/2)12十 川 L - (1/ 2 )1 2 く(1/8)

and

((DR + D L )(l/2)) and (DR 'DL ( (3/4)))

b) 可能 な部 分 的同調状 態

例 :N=4

･エ1)≡Ⅹエ3)

となるためには､DR=DLなる関係が成立 している事が必要である｡

この事が運動方程式の対称性か らわかる｡以下同様｡

C) 分岐構造 の分類

N=2

＼ 1 --

胃 5 i =
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｢カオスとその周辺｣

N=3

N=4

> -t､:__

dR = dL

DR = DL

墾璽
電;i
dR ≠ dL

DR ≠ DL

DR ≠ D L

上図に於 ては､ 個別写像 が周期運動 を して いるところ (忠 )は省 いて

ある｡
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